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予
防
接
種

町総合保健福祉センター　TEL096-235-8711　 klg113@town.kosa.lg.jp

■
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
導
入

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
定
期
予
防
接
種
に
、
10
月
か

ら
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
ポ

リ
オ
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
し
、
免
疫
を

作
る
の
に
必
要
な
成
分
を
取
り
出
し
て
、

病
原
性
を
な
く
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

従
来
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と
は
違
い
、

ポ
リ
オ
と
同
様
の
症
状
（
手
足
の
ま

ひ
）
が
出
る
と
い
う
副
反
応
が
あ
り
ま

せ
ん
。

■
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

●
経
口
接
種
か
ら
皮
下
接
種
へ

　
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
口
か
ら
飲
む

経
口
接
種
で
し
た
が
、
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
は
皮
下
に
注
射
す
る
皮
下
接

種
と
な
り
ま
し
た
。

●
４
回
の
接
種
が
必
要
で
す

　
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
で

し
た
が
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は

原
則
生
後
３
か
月
か
ら
12
か
月
ま
で
の

間
に
、
初
回
接
種
と
し
て
20
日
以
上
の

間
隔
を
お
い
て
３
回
、
追
加
接
種
と
し

て
初
回
終
了
後
６
か
月
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
１
回
、
合
計
４
回
の
接
種
が
必

要
で
す
。
町
で
は
、
約
１
年
後
に
追
加

接
種
の
個
人
通
知
を
行
う
予
定
で
す
。

　
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
飲
ん
で

２
回
目
を
飲
ん
で
い
な
い
人
は
、
残
り

３
回
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
必
要
で
す
。

　
海
外
な
ど
で
す
で
に
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
１
〜
３
回
接
種
さ
れ
て
い

る
人
は
、
不
足
分
の
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
通
年
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
定
期
接

種
は
春
・
秋
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
導
入
後

は
、
通
年
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
町
で
実
施
す
る
集
団
接
種
の
ほ
か
、

町
外
で
の
個
別
接
種
も
可
能
で
す
。
希

望
す
る
人
は
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ポリオ予防接種の変更
についてのお知らせ

生後３か月から12か月までに初回接種しましょう

農
機
具
導
入
補
助

町産業振興課　TEL096-234-1176（内線157）　 klg206@town.kosa.lg.jp

■
平
成
24
年
度
追
加
要
望
と
平
成
25

　
年
度
新
規
要
望
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
甲
佐
町
農
機
具
導
入
補
助

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
追
加
要
望
と

平
成
25
年
度
新
規
要
望
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
10
月
１
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

●
提
出
書
類

・
要
望
調
査
表
（
町
産
業
振
興
課
に
備

　
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

・
参
考
見
積
書

・
導
入
す
る
農
機
具
の
カ
タ
ロ
グ

●
対
象
要
件
な
ど

 

【
補
助
率
】

　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
４
以
内

（
２
８
０
万
円
を
上
限
と
す
る
）

 

【
補
助
対
象
事
業
者
】

・
町
内
で
農
業
を
営
む
生
産
者
集
団

　（
受
益
戸
数
は
３
戸
以
上
で
、
認
定

　
農
業
者
を
１
戸
以
上
含
む
）

・
農
業
生
産
組
合

・
集
落
営
農
組
織

・
農
業
生
産
法
人
な
ど
（
農
業
経
営
を

　
行
う
法
人
）

 

【
補
助
対
象
内
容
】

・
農
業
経
営
に
必
要
な
農
業
機
械
お
よ

　
び
そ
の
周
辺
機
器
（
施
設
は
対
象
外

　
で
す
）

 

【
要
件
】

・
熊
本
県
特
定
高
性
能
農
業
機
械
導
入

　
計
画
の
農
機
具
の
機
種
ご
と
の
利
用

　
規
模
に
見
合
っ
た
性
能
で
あ
る
こ
と

・
組
織
お
よ
び
運
営
の
規
約
の
定
め
が

　
あ
る
こ
と

・
導
入
機
械
の
事
業
費
が
１
機
種
30
万

　
円
を
超
え
て
い
る
こ
と

・
稼
動
実
績
が
な
い
も
の

・
次
期
機
械
更
新
の
た
め
の
更
新
準
備

　
金
と
し
て
、
積
立
を
実
施
す
る
組
織

　
で
あ
る
こ
と

※
平
成
24
年
度
の
追
加
要
望
に
つ
い
て

　
は
、
当
初
予
算
の
残
額
で
の
対
応
に

　
な
り
ま
す
。
予
算
の
残
額
を
超
え
る

　
場
合
は
、
平
成
25
年
度
で
の
対
応
に

　
な
り
ま
す
。

農 機 具 導 入 補 助
要望を募集します

対象要件などを確認の上申請してください



町からのお知らせ　【10月】
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男
女
共
同
参
画

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線102）　 klg106@town.kosa.lg.jp

■
男
性
知
事
の
育
児
休
業
が
話
題

　
今
年
６
月
に
誕
生
し
た
長
男
の
育
児

の
た
め
に
、
三
重
県
の
鈴
木
英
敬
知
事

は
育
児
休
業
を
取
得
し
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
に
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　「
育
児
は
大
変
で
、
母
親
業
は
偉
大

だ
と
痛
感
す
る
。
県
内
の
企
業
も
、
育

休
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
知
事
は
話
し
、
夫
人
は

「
当
初
は
あ
て
に
し
て
い
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
育
児
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

く
れ
た
の
で
、
精
神
的
な
安
心
感
も
含

め
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
知
事
は
公
務
に
支
障
が
な
い

範
囲
で
数
日
、
育
児
休
暇
を
取
得
し
て

お
り
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

に
一
役
買
い
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
育
休
を
取
っ
た
首
長
は
、
広
島
県
の

湯
崎
英
彦
知
事
や
三
重
県
伊
勢
市
の
鈴

木
健
一
市
長
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
首
長
自
ら
育
児
休
暇
取
得
を
宣

言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
民
な
ど
に

「
父
親
も
育
児
を
し
よ
う
」
と
い
う
考

え
方
が
侵
透
し
た
り
、
自
ら
の
体
験
が

男
女
共
同
参
画
の
施
策
に
生
か
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
の
相
乗
効
果
を
生
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

■
男
性
の
育
児
参
加
を
呼
び
掛
け

　
国
に
お
い
て
は
、
男
女
と
も
に
育

児
・
介
護
な
ど
家
庭
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
充
実
し
た
職
業
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
雇
用
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
男
女
を
問
わ
ず
子
ど
も
が

３
歳
に
達
す
る
日
ま
で
育
児
休
業
を
取

得
で
き
、
ま
た
、
子
ど
も
が
小
学
校
に

就
学
す
る
ま
で
育
児
短
時
間
勤
務
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
男
性
の
育
児

参
加
が
推
進
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
に
、

今
後
も
男
性
の
育
児
へ
の
参
加
を
広
く

呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

　
懇
話
会
（
事
務
局
・
町
住
民
生
活

　
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
２
）

文
化
財
保
護

町教育委員会社会教育課　TEL096-234-2447（内線324）　 klg110@town.kosa.lg.jp

■
地
名
で
分
か
る
昔
の
様
子

　
今
月
号
で
は
、
８
月
ま
で
に
行
っ
た

地
名
の
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
今
あ
る
地
名
の
多
く
は
、
山
や
川
な

ど
の
自
然
地
形
や
土
地
の
い
わ
れ
、
伝

承
な
ど
に
ま
つ
わ
る
名
称
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
私
た
ち
が
何
げ

な
く
使
っ
て
い
る
住
所
に
は
、
そ
の
土

地
の
成
り
立
ち
や
歴
史
が
詰
ま
っ
て
お

り
、
地
名
を
調
べ
る
こ
と
で
昔
の
様
子

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
聞
き
取
り
調
査
で
得
た
成
果

　
今
回
調
査
し
た
地
域
は
、「
陣
ノ
内

館
跡
」
と
そ
の
周
辺
で
、
地
元
下
豊
内

区
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
新
た
に
２
点
の
貴
重
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、「
み
は
り
だ
い
（
お
そ
ら

く
見
張
台
の
こ
と
）」
と
い
う
地
名
で

す
。
堀
の
外
側
、
東
側
と
北
東
側
２
か

所
で
地
名
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。「
館

跡
」
は
、
北
東
側
か
ら
尾
根
が
地
続
き

に
な
っ
て
お
り
、
背
面
か
ら
攻
め
ら
れ

や
す
い
構
造
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
部
分
を
監
視
す
る
意
味
で
は
、
立
地

と
し
て
非
常
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、「
し
も
ん
き
ど
（
下

ん
木
戸
）」
と
い
う
地
名
で
す
。「
下
」

と
は
、
緑
川
を
中
心
に
み
て
下
流
側
を

意
味
し
、「
木
戸
」
は
入
り
口
を
指
す

と
思
わ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、「
館

跡
」
西
側
の
が
け
下
に
位
置
し
て
お
り
、

こ
こ
に
入
り
口
が
あ
り
、
北
西
側
か
ら

が
け
を
登
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
稲
荷
神
社
が
あ
る
部
分
の
堀
の

形
状
は
、
熊
本
城
な
ど
の
入
り
口
と
同

様
に
か
ぎ
型
で
、
が
け
下
か
ら
上
り
堀

の
中
を
道
と
し
て
使
い
、
中
心
部
に

至
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
ま
す
。

■
今
後
も
調
査
を
継
続

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
伝
承

に
基
づ
く
も
の
で
、
今
後
も
聞
き
取
り

調
査
を
継
続
し
、
発
掘
調
査
で
遺
構

（
土
地
を
掘
削
し
た
跡
な
ど
）
が
確
認

で
き
れ
ば
、「
館
跡
」
の
真
の
姿
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

史跡「陣ノ内館跡」 
発掘調査レポート＃27

「 陣 ノ 内 館 跡 」 の か ぎ 型 に 曲 が る 堀

男性の育児体験を生か
して男女共同参画

男性の育児参加が重要（写真はイメージ）


